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群 5 例10眼の 2 群に分け，日中装用群はさらに装用コンタクトレンズの種類によって PMMA製のハード
コンタクトレンズ (HCL) 装用群 6 例12眼，薄いソフトコンタクトレンズ (SCL) 装用群 4例 8 眼，





方を行ない，日中装用群については 1 日 12時間，連続装用群については24時間のコンタクトレンズ装用を
行なった。
日中装用群に用いたコンタクトレンズは PMMA製 HCL ，中心厚径約 0.1 5伽の厚い HEMA 製 SCL ，
中心厚径 0.04mmの薄いHEMA製 SCL の 3 種である。また連続装用群には連続装用用として認可されて
いる中心厚径 0.20棚の高含水率SCL を用いた。






日中装用群 3 群ではいずれも装用前の角膜内皮の各パラメーターと 3 ， 6 ヶ月装用後とを比較して有為
な変化は見られなかった。



















タクトレンズ装用が角膜内皮に影響を与えるとの報告がされ始めたが，いずれも ret rospec tiveな研究
であり，コンタクトレンズの種類，装用方法による違いなどを比較したものもない。
著者は，本研究lとより prospect ive な手法を用いてコンタクトレンズの連続装用が角膜内皮に形状変
化を引き起こす乙とを明らかにした。本研究は，スペキュラ一マイクロスコープによる生体角膜内皮写真
をコンピューター処理する手法を確立，応用した著者の一連の研究とともに，臨床的にも興味深いもので
あり，医学博士論文として十分な価値がある。
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